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記述式回答

1

以下の二つの取組について、先進的な取組事例や
具体的な取組のご提案がございましたら500字以内
でご記入ください。
①公的サービスの質の向上と歳出効率化に向け
た、国民・企業・自治体等の自発的な取組を促すよ
うなインセンティブ改革
②これまで行政が担ってきた公的分野について民
間の多様な主体との連携を促進することにより、そ
の創意工夫と民間資金の活用を図る「公的部門の
産業化」

２
2020年度の財政健全化目標を堅持することとして
おりますが、その道筋についてご意見がございまし
たら500字以内でご記入ください。

質問事項

経済再生と両立する財政健全化

①英国では、Ｄｅｓｉｇｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌのような諮問機関やＮｅｓｔａのような公的基金が中心となって、中央や地方政府におけ
る国民（＝ユーザ）参加の公共サービスのイノベーション（質の向上と歳出効率化）のための各種の支援（サービスデ
ザインやサービス評価スキルの導入、サービス改革プロジェクトのための資金提供、関連のリサーチやコンサルティ
グ、グローバルな連携等）を行なっており、民間のイノベーションの発想や手法の公共部門への移転が進んでいます。
また中央政府内にも民間の専門家を登用した公共サービス改革のためのラボやプロジェクトチームが発足し、サービ
スデザインや政策立案プロセス改革を国民にアピールすることで、国家的な改革に向けての機運を高めています。我
が国にもこれらの事例が参考になると思われます。
②英国政府の資金提供により、民間の公共サービスデザインのエージェンシーがソーシャル・スタートアップを支援す
る取り組み（シードマネーの投資とアクセラレータプログラムの提供）を行なっています。我が国でも同様の支援を行う
ＮＰＯの活動がありますが、このような取組みを政府としても促進していくことが期待されます。


